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富来町健民ホッケー競技場仮設に物資を届け、対話重ねる  
町
の
支
援
と
情
報
が
欲
し
い 

ト
レ
ー
ラ
ー
型
65
世
帯 

 

14

日
、徳
島
と
長
野
の
グ
ル
ー
プ
が 

志
賀
町
の
富
来(

と
ぎ)

仮
設
を
訪
問
。 

 

ル
ス
宅
に
は
セ
ン
タ
ー
発
行
の
チ
ラ
シ

を
入
れ
、在
宅
し
て
い
た
20

軒
に
支
援

物
資
を
届
け
、お
困
り
ご
と
を
伺
い
ま
し

た
。志
賀
町
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
旧
富

来
町
の
仮
設
に
支
援
は
な
く
、「
お
米
と

水
、生
活
雑
貨
は
助
か
る
」
「
聴
い
て
も

ら
え
て
あ
り
が
た
い
。以
前
は
災
害
無
線

で
町
の
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、今
は
届
か

な
い
。ス
マ
ホ
に
慣
れ
な
い
高
齢
者
に
は

情
報
を
紙
で
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。洗
濯
物
は
周
り
か
ら
丸
見

え
。「
こ
ど
も
を
含
め
て
５
人
家
族
に
仮

設
は
狭
い
」
上
に
、雨
の
日
は
部
屋
干
し

で
さ
ら
に
狭
く
な
り
ま
す
。 

佐藤県議が環境農林建設委員会で被災者支援の質問  
13
日(

月)

、
佐
藤
県
議
は

県
議
会
環
境
農
林
建
設
委
員

会
で
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
以

下
の
項
目
で
質
問
し
ま
し
た
。 

〇
長
屋
型
、戸
建
て
風
の
仮
設

住
宅
が
市
町
有
住
宅
な
ど

に
転
用
さ
れ
た
場
合
、住
み

替
え
を
可
能
に
す
る
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
を
求
め
た
い
。

→

市
・町
の
判
断 

〇
仮
設
住
宅
の
民
有
地
活
用

に
つ
い
て→

一
部
進
む
。 

〇
液
状
化
対
策―

宅
地
液
状

化
防
止
事
業
、耐
震
改
修

工
事
に
つ
い
て→

市
・町
で

説
明
会
が
始
ま
っ
て
い
る
。 

〇
公
費
解
体
申
請
に
あ
た
り
、

申
請
者
が
固
定
資
産
税
を

納
付
し
て
い
れ
ば
、所
有
者

が
違
っ
て
も
公
費
解
体
で

き
な
い
か
。 

→
法
的
規
制
が
あ
る
。 

〇
仮
設
住
宅
入
居
者
の
方
へ

の
政
府
の
備
蓄
米
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。 

→

市
・町
の
判
断
で
可
能 

日本共産党国会議員団と藤野センター長ら政府に申し入れ  

No18ニュース最下段の災害ごみの処理の項は「珠洲市が
柔軟に対応するよう是正を求めたい」に訂正します。 

１
５
日
、田
村
委
員
長
、小
池
書

記
局
長
、井
上
参
院
議
員
、田
村

(

貴)

・衆
院
議
員
と
藤
野
セ
ン
タ
ー

長
は
内
閣
総
理
大
臣
と
防
災
担
当

大
臣
に
被
災
者
支
援
を
要
請
。 

〇
が
れ
き
処
理
、被
災
家
屋
の
公

費
解
体
の
促
進
、宅
地
内
水
道
配

管
の
補
修
。 

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
含
め
た

く
ら
し
、
生
業
の
再
建
を
支
援
す

る
こ
と
。
多
重
被
災
に
苦
し
む
す
べ

て
の
被
災
者
を
対
象
に
し
た
相

談
、見
守
り
な
ど
、心
の
ケ
ア
を
重

視
す
る
こ
と
。 

〇
仮
設
住
宅
後
の
住
ま
い
の
展
望

が
も
て
る
よ
う
、
戸
建
て
の
公
営
住

宅
、支
援
金
の
上
乗
せ
な
ど
、住
宅

再
建
へ
の
支
援
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
こ
と
。 

〇
地
場
・伝
統
産
業
、観
光
業
へ
の

支
援
制
度
へ
の
柔
軟
な
運
用
を
図

る
こ
と
。 

〇
医
療
・介
護
施
設
と
そ
の
雇
用

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
な
ど
。詳
細
は
次
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